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大学に入って、やっと自分の勉強したいことが学べると期
待をふくらませて入学したのに、現実は1、2年生は一般教養
や教職免許をとるための勉強が中心で、私は正直期待はずれ
でガッカリしたのと、学びたくても学べないもどかしさとい
うものがありました。
しかし、大学に入っていろんな人と接しているうちに、幅広い知
識を持っている人は人間味が深いような感じがして、すごく魅力を
感じました。
一つの学問を追究して学ぶということも大事なことだとは思いま
すが、私たち大学生は、まだ若いし、知らないことがまだまだたく
さんあるはずです。いろんな知識があるからこそ、一つの学問に専
門的に取り組んだとき、意外な面から新たな発見があったり、新し
い発想ができると思いました。今の時期に一般教養を身につけてお
くことは、遠回りなようで実は一番大切なことではないかと思いま
した。
私が今までうけてきた共通教育の中で、一番印象に残った授業は、
今年受講した第4分野の授業でした。私は、高校の時は理系だった
のですが、去年1年間化学の勉強などは全くしていなかったので、
第4分野の授業には少し抵抗がありました。しかし、私たちが生活
しているなかでの化学と照らし合わせながらの授業だったので、な
るほどと思うことや、考えやすくなることがたくさんありました。
その授業をうけたあとは、洗濯するとき、炭酸飲料を飲むときなど、
授業の題材になったさまざまな場面で、授業で学んだ化学を考える
ようになりました。実際洗濯するときなどは、洗剤で汚れが落ちる
理由などを思い出しても、知らなかったときと学んだ後での私の行
動は変わっているわけではありません。しかし、何気ない行動や現
象に、何も感じないで生活するのと、感じながら生活するのでは、
違うと思います。(具体的に何が違うとは今は言葉では表しにくい
のですが…)そういえば高校で化学を勉強していたときに、化学の
先生もこんな感じのことを言っていたなあと思い出しました。
これから入学してくる後輩たちにも、せっかく共通教育を学ぶ機
会が設けられているのだから、ぜひ興味をもって取り組んでもらい
たいなあと思います。共通教育の授業は、専門外の人でも教養を身
につけるという目的で開講されているので、自分が全然無知な分野
を履修することが、教養を広げるという点で、1番のメリットじゃ
ないかなあと思います。開講された内容を自分の教養として身につ
けるか、ただ無駄な時間を過こしてしまうのかは自分次第！！私自
身も、自分の専門外であっても、これからの機会をぜひ無駄なもの
にしないように学んでいきたいと思いました。
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